








 

目的:高田 恒郎,柳原 俊雄は過去 6 年間に小児期 IgA 腎炎 88 例を経験した。そのうち,6

組の家族内発症をみとめ,積極的な家族内検尿をすべきであると強調した。HLA の検索,血

清学上の特徴について検討し,報告する予定であるが,ここでは6組に含まれる計12例の光

顕,電顕像について述べる。 


